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数値選好表現およびそれらの計算法を， semi -numeric 法すなわちファジィ集合処理を用いた言語ラベル表現に拡
張する。ここに提案する新しい手法は，数値表現以外に言語ラベルで選好関係を表現することを可能にする。厳密な
関値による計算モデルを， TFN CTriangular Fuzzy N umbers :三角型ファジィ数)で表現されたラベルによるファ
ジィ計算モデルに変更する。これにより，ファジィ数の使用および計算プロセス中で選好の正確さを保持することが





形成が必要な状況に適している。さらに， non-numeric 法の応用において， (1)代替案および判断基準を同定するため
のプレーンストーミング過程， (2)改良ファジィ Delphi 法を用いた代替案の選択， (3) non-numeric 独立評価法を用いた










さらに，階層的 semi-numeric 法を AHP (Analytic Hierarchy Process) 法と比較する。 2 つの手法はいくつかの










複数のファジィ評価基準を統合するのに neat OWA (Ordered Weighted Average) 演算を用いることにより，ひと
つのパラメータを用いて複数の評価基準に対する重みを調整することを可能にしている。
つぎに，計算効率を改善するために，一対比較型グループ意思決定における完全な非数値選好表現法を提案してい
る。そして，問題の規模に対する計算量の増加について，半数値選好表現法では多項式オーダーで増えるのに対して，
非数値選好表現法は線形オーダーでしか増えないことを示している。しかしながら，非数値選好表現法では，複数の
意思決定者の問で完全な合意形成がとれたときのみ演算の整合性が保たれるという制約がある。いいかえれば，完全
な合意形成が必要な状況に適した方法といえる。
最後に，多階層一対比較型グループ意思決定問題を扱う半数値選好表現法及び非数値選好表現法を提案し，複雑大
規模なグループ意思決定問題を処理することを可能にしている。
以上のように，本論文は一対比較型ファジィグループ意思決定の方法論に対して，適用範囲が広く柔軟性に富んだ
新たな方法論を提案してその有効性を明らかにしており，システム工学の発展に寄与するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
